
| 帆船 『Ami』 ・ セイルトレーニング in 駿河湾開催 ！
　沼津の帆船『Ａｍｉ』（全長 17 ｍ・

定員 20 名）を利用したセイルトレー

ニングを開催します。今回は、富士

山に抱かれ風光明媚な駿河湾を舞

台に、日帰り航海を複数回、開催し

ます。小型帆船のメリットを活かし、

1 日の参加でも何かを実感して持ち

帰れる運営を行います。また、今回

は教育としての可能性を実体験して

頂く為に、子育て世代・教育・報道・

企業関係者の皆様の乗船枠もご用意

しています。ご希望の方はご連絡下

さい。なお、この航海は１口 3,000

円× 100 口募金の 30 万円で帆船の

貸切をします。是非とも多くの皆様

のご協力を宜しくお願い致します。

開催日時：2011.10/29, 11/13, 11/26

開催場所：沼津市静浦港発着

（現地集合・現地解散）

実施内容：舵取り・操帆・マスト登り・   

ロープワーク等、操船作業

対象者：中学生～大学生　各回 8 名

参加費：1,000 円

（保険代・昼食代等の実費負担）

　先進テクノロジーに囲まれ、何一つ不自由なく暮

らすことが当たり前になってしまった社会の中で、

幾多の困難と不自由を乗り越えることによって、本

来人間が持っている「人間力」を取り戻すための

教育として、頑なに帆船航海にこだわり続ける人た

ちがいます。

　それは、前時代的と揶揄され社会から注目を浴

びることもないけれど、その教育効果を身をもって

体験しているからこそ、何とかより多くの理解者を

得て、次代を担う人材を育てる本当の人間教育の

場を、より多くの青少年に提供していかなければな

らないことを深く理解しているからなのです。

　今号では、多くの国民が関心を失いかけている

けれども、海国日本の暮らしと経済を支える上で、

なくてはならない「船」と「教育」の関係性を模

索するとともに、帆船航海の教育としての有用性に

気付き、教育の一環として文化にまで押し上げて

いるセイルトレーニング先進国、アメリカのセイル

トレーニング事情をレポートしていきます。

　そして、寄付社会に向けてヨチヨチ歩きを始め

た日本社会の中で、同じくヨチヨチ歩きを始めた

私たちが、NPO 法人として今なにをすべきなのか

を改めて考えていきたいと思います。

*EQ とは？
「IQ（知能の高さ）」ではなく、「心の豊かさ」

を数値で捉えるのが EQ 。この EQ を測定する
モノサシが行動特性（コンピテンシー）です。

帆船『海王丸』遠洋航海
EQ* 調査レポート

特集 帆船『海王丸』遠洋航海特集特集
Feature

帆船『海王丸』
写真提供：独立行政法人 航海訓練所

帆船『Ami』
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コミュニケーション
……対人関係において、良好な意思疎通が図れる能力…114.5％
ポジティブ思考力
……ものごとを肯定的・ポジティブにとらえる力…113.8％
セルフコントロール
……厳しい状況でも感情に流されず、冷静な対応ができる力…109.8％
チームワーク
……だれとでも信頼関係を構築できる、強調的な姿勢…106.5％
状況認識力
……周囲の状況を判断し、自分の役割を的確に理解する力…105.8％

特に高い伸びを示した行動特性 (コンピテンシー)

『海王丸』遠洋航海概要
航海年月日 : 2011 年 4 月 9 日 ～5 月 8 日 (32 泊 33 日)
航海地域 : 東京 (晴海)～ホノルル (ハワイ)
CHEQ 実施 : 4/7 東京　及び　5/7 ホノルル (下船前夜)
対象者 : 商船大学生 (航海科) 52 名
訓練内容 : 航海訓練所の教育カリキュラムに基づく

　日本国の船員養成機関である、独立行政法人航

海訓練所が運航管理する帆船『海王丸』は、船員

養成訓練航海の中でも特に資質向上面で大きな成

果が期待されることから、国内外を問わず帆走航

海を続けてきています。私たちは、帆船による帆

走航海自体が人間を成長させる機会につながる、

という仮説を検証する機会として、（独）航海訓練所

のご協力をいただき、帆船『海王丸』による遠洋

航海に実習生として乗船する、商船大学生の帆走

航海前後の意識変化に関する調査を実施しました。

　航海関連技術（以下、「航海技術」という）の

習得を目的とせず、「人間力」向上を目的とするセ

イルトレーニングと、航海技術習得を目指しながら

同時に「人間力」向上も同時に目指す船員養成航

海では、船上で実施される教育カリキュラムも全く

違ったものだと思いますが、航海から得られる成果

という点では、共通点が多いことが予想されました。

今回の遠洋航海が私たちの目指すセイルトレーニ

ングと異なる部分は以下の点です。

① STSJが教育の対象とする一般的な高校生（世代）
より年齢が５歳程度高いこと
② 汽船による航海や日常的に共同生活など団体行動
を前提とした生活に比較的慣れていること
③ 内面的成長のみが目的ではなく、航海技術の習得
という技術的な成長が大きな目的の航海であること

など、比較対象として議論すべき点は残すものの、

10 代後半～ 20 代前半の青少年層を対象にした帆

走航海、という前提条件に共通要因が多いことから、

『CHEQ』利用による調査測定を試みました。

   

̶調査結果概要̶

【1】 実習生 52名全体としての EQ （心の知能指数）
は各特性がすべてにおいて向上しており、帆船によ
る帆走航海が実習生の内面的成長促進に大きく
寄与していることが考えられます。

　全体の中でも高い伸びを示したのは、次の

ような行動特性です。

このような行動特性は、長期遠洋航海の中で体験

する幾多の困難を、仲間と力を合わせ乗り越えるこ

とによって生まれる固い絆や、成功体験を積むこと

によって生まれた自信などが、人間として一回り大

きく成長する原動力になっているのではないかと推

察しています。

　上図のレーダーチャートで捉え

た数値は、全実習生の総合

粗点での平均比較です

が、これ以外にも

個々の 実 習 生

の中からいくつか、実際の事例をご紹介してみた

いと思います。

【 EQの各特性で高い伸びを示した事例 】

《推察》

乗船前からものごとを前向きに捉え、粘り強く努力

し続ける内面的な強さと、周囲の仲間とも良好な

関係を築く社会性を併せ持っていました。それが

今回の航海で、自分自身の感情を上手にコントロー

ルできるようになり、仲間との協調性が今まで以上

に高まると同時に、積極性・プラス思考といった

資質向上の基礎ともなる面での顕著な成長があっ

たようです。
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帆を操り、船を動かす。
共に困難を乗り越えた力が
成長の原動力になる。
～『海王丸』調査結果から見えてきた、「人間力」教育としての可能性～

| 航海訓練所・練習帆船『海王丸』遠洋航海に於ける、実習生の意識変化に関する調査報告



【 わずかながらもEQの各特性で伸びを示した事例 】

《推察》

比較的ストレスに強くコツコツと努力を重ねるタイ

プですが、気分に流されることも多く、周囲と協調

していくことはあまり得意としていないようです。し

かしこの航海を通じて、感情に流されず周囲の仲

間と力を合わせていこうと環境適応面で成長があっ

たようです。

　それぞれの事例に対する推察は、実際の航海に

立ち会った訳ではなく「推察」の域を超えることは

できません。しかし、乗船前のあまり不自由

を感じることのない日常生活から、さま

ざまな制約を受けながら仲間と協

調して共通目標達成を目指す

共同生活へと生活環境が

一変する中で、成長の

度 合 い は 違 えども

「EQ・ 心 の 知 能

指数」を伸ば

す 実 習 生 が

多 か っ た

と推測し

てい ま

す。

【2】 船員になるという明確な目標を持ち、日常的に
共同生活にも慣れ、一般学生に比べて社会性に富
む青年でも、帆走航海により半数以上の実習生に、
EQ面での成長が確認できました。

　一般青少年を対象としたセイルトレーニングの

実践を目指す私たち STSJ 内部では、商船学校出

身者数名から今回の調査実施に対して、「既に高

い社会性を備え内面的にも成熟している青年では、

EQ 面での成長があまり期待できないのではないだ

ろうか？」という疑問も一部上がってきました。そ

れは、EQ の向上を目的に教育プログラム・インス

トラクター養成を行っている STSJ スタッフとしては

当然の意見でしたが、ある意味では航海技術習得

を最大目的として EQ 向上の為の特別なカリキュラ

ムを持たない帆走航海で、どの程度の EQ 向上が

あるのか帆走航海自体のもつ教育効果を検証する

ためには非常に重要な機会になりました。

　（独）航海訓練所が教育目的に掲げる船員に不

可欠な「資質の涵養」という点において、

① 船という限られた空間で共通目標を達成するため
に協調してゆくチームワークスキル
② 複合的な危険予知・状況判断から適切な判断を
下し、メンバーの力を結集し最後まで職務を完遂す
る強いリーダーシップ

を体得するために、気象条件に大きく左右される

航海を仲間とともに乗り越える帆走航海が、大きく

寄与していることが容易に想像できます。

　今後、汽船による航海での意識変化を測定して

ゆくことによって、帆走航海と機走航海の「資質涵

養」面での教育効果の違いが明らかにされるよう

になってくるのではないでしょうか？

【3】 EQ（心の知能指数）の構成要素であるコンピテ
ンシー（行動特性）は、「資質涵養」を目的に実施
される、船員養成のための帆走航海の教育効果を測
定する、モノサシになり得る可能性を有しています。

　STSJ が目指す、10 代後半の青少年を対象とし

たセイルトレーニングの教育効果を測定するモノ

サシとして、暫定的に活用している『CHEQ』の設

問内容でも、年齢的に 5 歳程度高い 20 代前半の

青年に対する意識調査にも、適用がある程度可能

であることがわかりました。

　「社会性」が発達する青年期にある 10 代後半の

青少年と、一定の社会性を身に付けた 20 代前半

の青年では、感受性・社会的スキルも大きく異な

ることが予測され、設問内容への回答が航海体験

の意識変化を正確に反映したものになるのかとい

うことを懸念していました。しかし、実際の回答傾

向を確認していく中で、虚飾やいい加減な回答はな

く、調査結果内容に関して一定の信憑性があると確

信することができました。

　今後は、セイルトレーニング・帆走航海実習な

ど帆船を活用した航海から得られる「人間力」を

測るモノサシとして、現在用いているコンピテン

シーを基軸に、設問内容の見直しを行いながら、

独自の教育効果測定＆フィードバックツールの開

発を行っていくことも、同時並行的に行っていかな

ければならないと考えています。
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"One for All, All for One"
ひとりはみんなの為に、みんなはひとりの為に。

帆を操り、船を動かす。
共に困難を乗り越えた力が
成長の原動力になる。
～『海王丸』調査結果から見えてきた、「人間力」教育としての可能性～



ニューポートにあるASTAオフィス。かつては米英戦争の
英雄・ペリー代将（日本を開国に導いたペリー代将の兄
にあたる）の家で、国家歴史登録財に指定されている。

[STSJ NEWSLETTER] Volume I, Issue2 ｜編集 + 発行 : NPO 法人日本セイルトレーニングスクール｜ 2011.10.1
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| セイルトレーニング先進国の
　チャリティー・ガラ参加レポート
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　まだ新緑が眩しい６月半ば、米国

セイルトレーニング協会（ASTA）主

催のチャリティ・ガラ（パーティー）が、

アメリカズカップで名高いヨットの聖

地、ニューポートで開催されました。

ここに、ASTA ボランティア・インター

ン経験のある STSJ 理事の中山がボ

ランティアとして参加。そこには、す

でにセイルトレーニングが確かな教

育手法として定着し、その支援の輪

が確実に広がりつつある社会の姿が

ありました。

　このチャリティ・ガラは、米国セー

リング界を代表するセイラーであり教

育者として著名な、ハリー・ アンダー

ソン Jr. 氏が 90 歳を迎えたのを機に、

同 団 体 へ の 寄 附 を 元 にし た 基 金

（150 万ドル＝約 1 億 1 千万円）の

創設と、その卒寿を祝う、というも

のです。会場となったニューヨーク

ヨットクラブ・ハーバーコートには超

巨大なテントが設営され、同氏と親

交の深い友人やヨット関係者など、

350 人を超える支援者が全米から参

集、その類い稀な功績と寛大な善意

に敬意を表しました。

　湾を臨む芝生の上ではカクテルが

供され、お祝いムードが高まる中、

日 没 の 国 旗 降 納 式 を 合 図 に パ ー

ティーはスタート。数々のお祝いの

スピーチをはじめ、巨大バースデー

ケーキの入刀、氏の胸像のお披露目

サプライズ、そしてハイライトとなる

チャリティ・オークションの開催まで、

内容は盛り沢山です。

　このイベントの狙いは、まずは普

段セーリング競技やレジャーとして

ヨットに携わる人たちに、ASTA の教

育的な活動を伝え理解してもらうこ

と。そして、こういったパーティーや

オークション等を通じて、楽しみなが

ら社会との接点を見い出す「機会」と、

自分 にできることを考え実 践 する

「場」を提供する。これがそのまま新

しいサポーターや資金的な支援の獲

得に繋がるというわけです。

　会場のあちこちに設置された巨大

スクリーンには、アンダーソン氏の

ASTA 共同創設者などとしての来歴を

伝える映像が映し出され、偉業の数々

を紹介。終盤には、なんと氏自らシー

シャンティーを披露して聴衆を沸かせ

る場面もありました。常に相手の気

持ちを気遣うアンダーソン氏と、氏

のお人柄に触れるホスピタリティが

あふれ、とても清 し々いひとときとな

りました。

　 大 成 功 裏 に 幕 を 閉じ た チャリ

ティー・ガラは、その証拠に、目標

を上回る 40 万ドル（約 3 千万円）

が集まったそうです。活動の志に共

鳴してもらうだけでは、例年のファン

ドレイザー（資金調達のイベント）

と比べ桁違いという額の寄附を集め

ることはできなかったでしょう。寄附

したお金が実際どのように使われ、

どう役に立ったのか、という事業運

営の透明性が図られ、また、寄付者

への感謝の気持ちをしっかりと伝える

ことができているからなのだと思い

ます。そういう意味で今回、セイル

トレーニングとは異なるも、「航海の

素晴らしさ」という共通の価値観を

持つ人たちと想いを共有し、支持を

得られたことは ASTA にとって大きな

意義があるのです。

　米国では、セイルトレーニングと

歴史・環境・野外教育などが一体に

なったプログラムを持つ団体が多く

みられる傾向がありますが、これら

の団体では小・中・高校の課外授業

の選択肢の一つとして、デイセイル

やドックサイド・プログラム等を提供

しています。特にこうした教育機関と

の連携では、絶えず「どれだけ成果

が出たか？」と結果を求められがち

ですが、その教育的価値の証明は「成

績の向上」という学問的な成果に頼

らざるを得ない側面も持ち合わせて

いるのが現状のようです。

　STSJ で 現 在 行 なっている EQ を

ベースとした教育効果の「見える化」

は、従来成果を感想文という主観に

依存しがちであった内面変化を定量

的（客観的）に測る、という意味で

その不足を補い、幅広い内容のセイ

ルトレーニング・プログラムを支える

ひとつの基準として、重要な役割を

担うことができると考えています。

　実際、参加のセイルトレーニング

団体の当事者に私たちの教育効果の

定量化の取り組みを伝えると、体験

者の内面変化が一目で分かるレー

ダーチャートを見るなり、画期的だと

の高い関心が寄せられました。

　これまで 40 年近くに渡り、米国の

セイルトレーニング界を引っ張って

来た ASTA。その資金調達の最前線

に直接触れ、私たち自身の活動の方

向性を探る良いキッカケとなっただ

けでなく、EQ を用いた手法が示唆

する可能性にも大きな希望を持つこ

とができました。

　今後は国内での活動に限らず、こ

うした海外のセイルトレーニング団

体とも連携を図りながら、セイルト

レーニング界全体の向上を見据えた活

動の形を考えていきたいと思います。

米国セイルトレーニング協会 (Ameri-

can Sail Training Association (ASTA)、通

称 :Tall Ships America) は 1973 年設立。

北米を中心に帆船運航団体の 200

隻以上の帆船が会員として登録する、

いわば公益社団・財団の機能を併せ

持つ組織。主な事業に、毎夏開催す

る「トール・シップス・チャレンジ」

帆船レースを主催。また、国際舞台

で米国を代表する公式なセイルト

レーニング団体として、米連邦議会

より任命を受け、ロビー活動から奨

学金の提供まで、幅広くセイルトレー

ニングの普及活動を行なっている。

新
し
い
寄
附
文
化
始
ま
る

　

日
本
社
会
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
「
寄
付
」
が
な
か
な

か
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
は
寄
付
を
し
て
も

税
制
面
で
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
い

う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
解
決
す
る
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
「
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
」へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
い
う
方
法
で
す
。

今
年
６
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
・
租
税
特
別
措
置
法
の
改
正

に
よ
り
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
道
の
り
が
拓
け
て
き
ま

し
た
。
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
る
と
、

①　

ご
寄
付
い
た
だ
く
方
に
対
す
る
減
税
が
大
幅
に

　
　

拡
大
！　

 

②

　ご
寄
付
い
た
だ
く
際
に
、
安
心
し
て
「
想
い
」
を

　
　

託
せ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
る
！

③

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
運
営
す
る
上
で
資
金
不
足
が
解
消
し
、

よ
り
責
任
あ
る
運
営
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
！

と
い
う
よ
う
な
、
寄
付
者
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
双
方
に
と
っ

て
い
く
つ
も
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
な
る
た
め
の
新
し
い
ハ
ー
ド

ル
が
、
Ｐ
Ｓ
Ｔ
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
サ
ポ
ー
ト
・
テ
ス
ト
）

と
い
う
基
準
で
、
三
千
円
以
上
の
ご
寄
付
を
し
て
く

れ
る
方
が
毎
年
百
人
以
上
い
る
か
と
い
う
基
準
を
ク

リ
ア
す
る
こ
と
で
、
言
い
か
え
れ
ば
活
動
趣
旨
と
活

動
報
告
と
い
う
点
で
多
く
の
方
が
寄
付
を
託
し
て
く

れ
る
か
、社
会
か
ら
の
審
判
を
仰
ぐ
と
い
う
も
の
で
す
。

私
た
ち
Ｓ
Ｔ
Ｓ
Ｊ
も
、
こ
れ
か
ら
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
す
た
め
に
、「
三
千
円
×

百
人
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
ま
し
た
。（
内
容
に
つ

い
て
は
『
Ａ
ｍ
ｉ
』
セ
イ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
ご
確

認
下
さ
い
。）

私
た
ち
の
活
動
を
支
え
、
と
も
に
活
動
の
歓
び
を
分

か
ち
合
え
る
よ
う
な
運
営
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。




